
令和４年度 国際交流センター事業報告 

 

国際交流センター長 国重 徹 

1. 主に取り組んだ事業（特記事項） 

国際交流センターの「スポーツ・異文化理解・語学」の３本柱のビジョンに基づき、グローバル

社会で活躍できるリテラシー及びコンピテンシーを養成するための海外短期研修を再開及び実施

し、その評価と改善を行った。 

具体的には、コロナ禍で休止していたハワイ短期研修を再開し、シドニー（及びワランゴン）短

期研修を再開する準備を行った。再開したハワイ短期研修については、参加者の観察や参加者によ

る日誌やフィードバック、引率者との面接等から、実施したハワイ短期研修参加により本学の学生

がグローバル社会で活躍するための資質を伸ばせたという結果が得られた。また、今後再開を予定

しているシドニー（及びワランゴン）短期研修により、ハワイ短期研修同様、学生のリテラシーや

コンピテンシーが伸びることが期待できる結果を得られた。 

 

①ハワイ短期研修を実施し、交流協定校から交換留学生を 4 名受け入れた。なお、シドニー（ワラ

ンゴン）短期研修プログラムを再開するため、当該プログラムで学生を受け入れる機関等を訪問

し、研修プログラムについて協議した。 

②令和 4 年 12 月６日に外国人留学生と日本人学生の交流イベント「留学生とボッチャをしよ

う！」を実施し、留学生７名、日本人学生 5 名、教職員６名、計１８名が参加した。 

③海外アスリートとの剣道を通したスポーツ交流（パキスタン４名）を企画し、剣道担当教員との

調整を行ったが、在パキスタン日本大使館からのビザが下りず実現に至らなかった。 

④地域の英語教育の質を向上させるための公開講座 「Breaking the ice ～英語で Small talk

を楽しもう～」（オンライン）を令和 4 年５月 11 日～６月８日まで計５回実施した。 

⑤英語テスト等を実施した。新入生を対象としたプレイスメントテスト（令和４年４月１日）、 

８単位履修修了者対象のアチーブメントテスト（令和５年１月２３～２月１３日 計４７名）、

TOEICIP テスト年度内に５回（５月１４日、７月２日、９月３日、11 月 12 日、２月４日）実

施。 

⑥エルメス准教授による本学教員向けのランチタイム英会話セッション（LECS：Lunchtime 

English Conversation Seminar）を企画・実施した。（２月７日、１４日、２１日、２８日） 

※新型コロナウイルス感染の状況に合わせ、可能なものはオンラインで事業を行った。 

 

2. 事業報告 

①３回目のハワイ短期研修プログラム（スポーツ・異文化理解・語学の 3 本柱を有機的に結びつけ

た UFC ジムでのインターンシップを含む研修プログラム）を実施し、参加者から得られたフィ

ードバック等を反映した研修内容に改善した。 

②オーストラリアでの短期研修プログラム（a. University of Wollongong、b. スポーツ・異文化

理解・語学の 3 本柱を有機的に結びつけた UFC ジムでのインターンシップを含む研修プログラ

ム）の 2023 年度本格実施に向けて、受入れ先機関と協議し、研修プログラム内容を再構成

し、改善した。 

③上記、①の参加希望学生を選抜し、参加学生に対する事前・事後指導を行い、研修後にオンライ

ンで参加学生が短期研修の報告会を行った。 



④学生交流協定校への短期留学を推進するため、交流協定校との短期研修プログラムを継続して行

った結果、令和 4 年度は通年で 4 名の交換留学生を受け入れた。 

⑤スポーツ・武道を通した海外アスリートとの国際交流プログラム・セミナー、地域の英語教育の

質を向上させるためのセミナーを立案し実施を目指した。 

⑥留学生と日本人学生との交流イベント「留学生とボッチャをしよう！」を企画・実施した。 

⑦他センター、他部署の国際交流に関する事業を支援した。 

 

3． 令和４年度予算執行額（単位円） 

①国際交流センター経費 

区分 金額 算出内訳 

人件費 
16,340 円 

補助学生費（留学生支援、交流プログラム補助）、

講師等旅費交通費、講師謝金(セミナー等） 

物件費 529,535 円 教材、英語テスト 

旅費 627,000 円 StAIH 旅費一部 

その他 380,134 円 広告宣伝、講義室補修等 

     

 ②令和４年度 重点プロジェクト事業経費 

区分 金額 算出内訳 

人件費 1,788,048 円  

事業費 1,149,187 円 旅費等 

 


